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用鉄材を扱う店舗 (写真 d1 -2)になっており、道路側の一部の天井が高くなっている。その為、
2階の居間は天井高が 1.9m程度と低く、閉鎖的な空間となっている ( 写真 d1-3)。3、4階に
は 1居室とルーフバルコニーがそれぞれあり、天井高は 3.2m程度となっている。3階の居室

















　　漏水：天井付近の壁面で漏水の跡が確認できた ( 写真 d1-5)。
○住民による工夫
・空調機が設置されている 3Fでは、空調負荷の軽減のために外壁面と窓ガラスに発泡マットを
貼り付け断熱性の向上を図っている ( 写真 d1-6)。それに加え、通気口をモルタルで塞ぐ事　で
気密性の向上を図っている ( 写真 d1-7)。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態







































トイレと居室がある。2、3階には 2居室とトイレがある ( 写真 d2-1)。各居室には空調機が設
置されている。4階には仏間と柵で囲まれた屋根付きバルコニーがある ( 写真 d2-3)。ペンシル
ハウスは隣家と接している事から防犯上の理由から、屋上やバルコニーを柵で囲むなどの対策
がされる。また階段室の天井には換気用ファンが設置されている ( 写真 d2-2)。
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　　　　　生する ( 写真 d2-4)。しかし、Huo 氏は費用を出してまで改善するつもりはな　　
　　　いと述べた。
　　漏水：隣家解体時に隣家と接している外壁が損傷し雨水が侵入した。壁面にカビの被害が








































　この事例は 5階建ての住宅に 5人家族が住んでいる。延べ床面積は 328 ㎡で、調査した住
宅の中で最も大きい住宅である。階段室と水回りは敷地中央に配置され居室は各階に 2部屋あ
る。1階の入り口付近にはキッチンとダイニングがあり、その奥にはトイレと居室、車庫がが





　1,4 階の床材は表面が平滑なタイルで 2,3 階の居室の床材はフローリングである。
○増築・改修











　　結露：床、壁に頻繁に発生する。フローリングや階段の木製手すり ( 写真 d3-4)、　　　　
　　　　家具なども結露する。また、居室の水回り側の壁面でも結露によるカビが確　　　　





































4階には屋根付きのバルコニーがあり洗濯物の干し場として使われている ( 写真 d4-1)。またト
タン屋根と陸屋根の隙間の空間には貯水タンクが置かれている。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態











































を繋いでいる ( 写真 d5-2)。1階はバイク置き場となっている。2階にはキッチンとダイニング、
リビングと１居室がある。リビングは天井高が約 3.7mあることに加え、中央の吹き抜けと大






















写真 d5-6　壁の膨れ ( 階段室 )写真 d5-5　結露の様子（階段室）
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居室は各階に 1 部屋ある。1 階は Ma さんが経営する商店となっている ( 写真 d6-2)。敷地 2、
















　結露による被害に対する不満を持っている ( 写真 d6-4)。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階の床面、家具、階段室で結露が発生する。階段室の壁面で結露によるカビの確
　　　　　認ができた ( 写真 d6-5)。
　　漏水：隣家解体時の外壁損傷に加え、排水管の老朽化にる漏水の被害を階段室の壁面で確   
　　　　　認できた。







写真 d6-4　階段下にあるキッチン 写真 d6-5　柱がない増築部分





























2F1F 3F 4F 5F 6F
○住宅の概要
　この事例は、2009 年に知人から購入した 6階建ての住宅に 4人家族が住んでいる。階段室
と水回りは敷地奥側に配置され居室は各階に 1部屋ある。階段室には収納スペースが設けられ
ており狭い敷地でスペースの有効利用が見られた ( 写真 d7-1)。階段室の天井部には換気用設備
が設置されている ( 写真 d7-2)。トップライトから採光をとることができ明るい空間となってい
る。1階は店舗となっている。2階にはリビングがあり、3階にはダイニングキッチンがある。
4階 5階が居室となっている。床材はフローリングが使われている ( 写真 d7-3)。家具にも木製
のものが使われており統一感がある空間となっている。また各居室にバスタブユニット付きの













































　この事例は 2 階建ての住宅に 4 人家族が住んでいる。基礎工事まで完了していた土地を購入







　住宅 d8 の調査を行った第２回調査 (2015 年 12 月 ) の時に隣の土地を買い、計 75 ㎡の土地
に新築の計画を立てていた。第４回調査 (2016年 9月 )の時には新築の住宅が工事中であった。
( 写真 d8-4、d8-5)
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d8-2　ゲーテッドコミュニティ 写真 d8-3　キッチン (1F)












取り組み (写真 d8-6)や、天井を断熱ボードに張り替える (写真 d8-7)などといった対策がとら
れていた。










































根を増築した際に取り外した ( 写真 d9-2)。1階は以前は飲食店として使われていたため、一部













　　　　　らえられる ( 写真 2-1-3-6)。　　　　　　
○住民による工夫
　壁面のカビに対する対策としては壁のモルタルの塗り替えを 2、3年に１回行う。下地１回





































　この事例は 3階建ての住宅に 5人家族が住んでいる。以前は 3世帯１０人で生活を送ってい
た。階段室と水回りは敷地中央に配置され居室は各階に 2部屋ある。1階は店舗となっている
1階の敷地奥側にはキッチンとダイニングがあり、その奥にはリビングがある。2、3階には 2
居室とトイレがある。2Fのトイレは段差があり、使い勝手が悪い ( 写真 d10-1)。各居室には空
調機が設置されている。夏季は就寝時に使用する。夏場の一月あたりの電気代は 250 万ドン程
度である。4階には屋根付きバルコニーが 2箇所あり、片方は洗濯場として使われ、もう一方
は物置として使われている ( 写真 d10-4)。階段室の天井部には換気設備が設置されている。ま
た天井にはシーリングファンが設置されている ( 写真 d10-3)。
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　　結露：1階の床面、床付近の壁で結露が発生する ( 写真 d10-5)。
　　漏水：隣家解体時の外壁損傷に加え、排水管の老朽化にる漏水の被害を階段室の壁面で確   






























































































































































































































































   （ 職種）






































工事作業    
   ( タカ )
経営者   
施工管理
工事作業    
   ( タカ )
施工管理
工事作業    








































チーム a1 a2 a3 a4 a5



















基礎工事後 25% 着工２日後 10% 竣工時 25% 躯体工事後 70% 躯体工事後 50% 基礎工事後 25%
躯体工事後 25% 打設工事後 40% 保証金 5% 竣工時 30% 左官工事後 25% 躯体工事後 25~50%
左官工事後 25% 躯体工事後 20% 竣工時 20% 竣工時 25~50%
竣工時 25% 保証金 5%
BQ方式







































































































写真 d-1　穴あきのレンガ 写真 d-2　穴なしレンガ



































　RC 屋根は躯体チームが施工し、トタン屋根は鉄屋 ( 写真 b-1) が施工をする。骨組みは屋上























































対象 スタッフ数 扱う材料 年商 土工 特記







































年間売り上げは約 360 億ドン。月毎の変動はあるが平均月に 30億ドン程度を売り上げる。
・材料
　取り扱っている材料と価格を表 3-4-1 に示す。レンガ、砂、石、水道配管、ケーブル（電気











を受けて数回に分けて運搬を行う。契約書の作成を行う ( 写真 c1-4) 市場によって価格が変化
すると決めておく。層毎に価格を決めて、同じ層の材料は同じ価格で毎日持って行く。
・運搬
　運搬費は運搬回数で計算される。運搬は荷車を使い人力で行われる ( 写真 c1-5.6)。15000







































































写真 c3-1　セメントを保管する倉庫 写真 c3-2　運送に使うトラック





























写真 c4-1　CB 製造機 写真 c4-2　型枠
写真 c4-3 保管の様子 写真 c4-4　セメントミキサー
写真 c4-5　CB の製造機 写真 c4-6 セメントの保管所
第３章　ハノイにおける庶民住宅生産の実態
写真 c4-11  店舗外観 写真 c4-12　運搬に使うトラック
写真 c4-7　B級レンガ ( 穴なし ) 写真 c4-8　A級レンガ（穴あり）








































天井工事（材料費+工事費 +塗装）は 20 万～22 万ドン程度。石膏ボー
ドは 9mmと 12mmを扱う。 防水用、高反射石膏ボード ( 放射線、熱を
遮断する ) も扱っている。 商品のグレードはメーカーによって異なる。
国のが定める規格は存在する。
オランダのメーカDulux の代理店。仕事の 6割は材料の販売のみ、４割


































写真 a-1　工場の外観 写真 a-2　工場の内観


















写真 b-1　店舗の外観（中央の建物） 写真 b-2　陶器を扱う店舗が密集している

























　取り扱っている断熱材はグラスウール、ポリスチレンフォームの２種類マット状 ( 写真 d-2)、







写真 d-1　店舗の外観 写真 d-2　マット状のグラスウール









取り扱う材料は、塗料、石膏ボード、軽鉄骨組みである ( 写真 e-1.2)。住宅の天井には９mmボー
ドを使う。12mmの石膏ボードも取り扱っている。ボードの値段は 10万 6000 ドン /枚
（1200×2400）下地には軽鉄を使い、ボードを吊っている。防水用の石膏ボード、高反射石膏
ボード ( 写真 e-3) もある。商品のグレードはメーカーによって異なる。石膏ボードは規格が存




写真 e-1　店舗の外観 写真 e-2　石膏ボードと下地材













・KOVA( ベトナム産 )17L・MAXLITE→安価な為、人気 (6 万ドン /m２) ・NIPON paint( 日本産 )
・Dulux 5in1 easyclean→埃がつきにくい、17L で 130 万ドン　( オランダ産 )　
・Sikaproof Membrance→防水塗料 ( 屋上、トイレ、バルコニーで使われる )
・Weather Shield→高反射塗料、住宅で使われる。( オランダ産 )
外壁用の塗料は内壁用に比べ少し高価。
f. 塗料供給業者
写真 f-1　店舗の外観 写真 e-2　塗料（左：Dulux 5in1 easyclean）













































B型 : 施工管理専門化型とする。リーダーが施工会社や B型のような大規模な躯体チームから





































































































       資金力       技術力コネクション
A 型
タカ
独立し A型へ移行
エ
or
４－２　非焼成ブロック普及の可能性
　帳壁に使用されるレンガの組積は労働集約的な工事であり、施工性の面でレンガは非近代的
な材料であると言える。近年の職人不足や工期短縮を考慮すると、施工の効率化と簡易的な構
法の確立が必要である。また原料となる良質な粘土の枯渇や製造の際の焼成時に発生する硫黄
酸化物（SOx）や焼成灰による大気汚染、石炭利用によるCO2排出等が問題視されつつある。
　
　ALCブロックやコンクリートブロック(以下、CB)は施工性や環境負荷、性能においてレンガ
に比べ優位であり、代替建材として普及の可能性があると考えられる。また前述した通り、CB
はレンガに比べ面積あたりの材料コストが低い。建設時にコストの削減を最重要視するといっ
た結果を考慮するとコスト面での優位性も高いと言える。加えてCBにはベトナム建設省が規定
した規格が存在しておりレンガに比べて工業化された建材であると言える。
第 4章　ペンシルハウス生産における課題と今後の展開
４－２－１　非焼成ブロック普及の現状
４－２－２　非焼成ブロック普及の阻害要因
　 ベトナム建設省は非焼成ブロックの使用を推進しており、公共建築の外壁での非焼成ブロッ
クの使用が義務化がされている。そのため、ビル型建築でのコンクリートブロック（以下、CB
）の普及は進んでいるが、住宅での使用は見られなかった。近年では多くの輸入材が流入して
おり、ALCブロックなどの性能が付加された輸入製品も多数ある。また行政は非焼成ブロック
推進プロジェクト（1469/ QD-TTG）を発足し、非焼成ブロックの開発を行う中小企業への融
資を行っている。補助金を受けているKHANG MINH社では、高耐水性CBの開発が行われてお
り、今後も付加価値を持ったCBの開発が期待できる。しかし、非焼成ブロックのほとんどは工
場の代理店のみでの販売となっており、国の材料試験を受け、認定を受けた一部の材料供給業
者を除いては、取り扱われていることはほとんどない。
　住宅でのCB普及阻害要因は2点ある。第1に、CBは防水性が低いため適切な工事を行わなけ
れば漏水、モルタルの剥離が生じる恐れがある。第2にレンガに比べCBは寸法が大きく、職人
が扱いに慣れていないことや設計者等の施工方法の知識不足などから適切な工事を行うことが
困難であると考えられる。普及に向けて、職人、設計者等に向けたCB施工のガイド作成などの
取り組みが必要となってくる。
第 4章　ペンシルハウス生産における課題と今後の展開
第５章　　　まとめ
５－１　まとめ
第5章　まとめ
　本研究で現地調査を通して得られた知見は以下の通りである。
⑴居住実態については、温熱環境、結露、漏水、躯体強度の問題が明らかとなった。住民に
よる改善が見られたが効果が不明なものが多い。
⑵ペンシルハウスの生産は施主が各工事の契約と材料の支給を行う分離発注方式で行われ
る。施主への負担と品質への影響などを考慮すると、発注方式の見直しが必要である。
⑶構法面では、コンクリートの調合や型枠の精度が低いこと、工学的な検討がされずに部材
の寸法が決められていることなど、施工技術や施工管理において未熟な点が明らかとなっ
た。しかし、近年の鋼製型枠の普及や、施工会社の増加に伴いエンジニアの介入が増加する
と見込まれることから、今後は躯体品質の向上が見込める。
⑷小規模な躯体チームは、施主に求められる品質水準の向上に伴い施工会社または大規模な
チームの下請け化が進むと考えられる。大規模なチームが一式請負を行うには、施主との信
頼関係を構築する必要があり、住宅性能保証制度の整備が必要になると考えられる。施工会
社は下請けチームの流出を防ぐために、職人に対する待遇を充実させるが必要がある。
⑸CB普及の阻害要因は以下の2点である。ⅰ)CBは防水性が低いため、漏水やモルタルの剥
離が生じやすい。ⅱ)職人がCBの扱いに慣れていない。今後は普及に向けて、職人に向けた
CB施工のガイド作成などの取り組みが必要となってくる。
　
